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.

( () 与 式= - 5 + 1 2

=品
(2) 与 式 = 2 x - 12 - x + 8

= x - 4
mm

(3 ) 与 式 = 2☆ -響江
= 2万 -誓
=

40万 - 3√6
2

=腹
m

(4) 20 以下 の 自然数 のうち
、 素数 は以下 の通 り

2
,

3
.

5
.
7
,

1 , 13
,

17
,
19

よって 8 個
m

( 5) 式 を 整理 して
2x + 30 x= - 1 - 9

⇒水 5 x = - 10

. : x = - 2
mmn

(6) 式 を 整理 して

x
2
- 9x = 0

x ( x- 9) = 0 jx
=



( 7 ) 2x - 54 = 8 ーの{ Y = 3 x 1 ーの

② を ① に 代入 して
2 x - 5 (3 x t 1 ) = 8

② 20x - 15x - 5 = 8
=つと ー 13 x = 13

:
. x = - 1

x= 1 を ② に代入 して

Y = 3 メ (ー 1 ) 1

= - 3 1

= 一 2

よって 、 x = 1
」 、 Y = -
mm

(8 ) 2
.
5 ≡ a < 3 .

5
～

(参考 )
2

.

5 ≡ a ⇒ a は 2
.

5 以上 なので、 2 .
5 も含 む

a < 3
.
5 ⇒ a は 3

.

5 未満なので 、 3
.

5 は 含まない

( 9 ) xt+ 2xy = (x + y )
で

x =5 字 = 5-昨 を代入 して

{ (√5 +㎡ ) + (√5 -Ʃ ) }
《

=⑤+√海 )2
= 2( ) =

= 2～



( 10) √= K とおく 、 両辺 を 2乗 して

et 15 = K
2

=∞ n
㎡
- k

㎡
= - 15

に ( n + K )(n - k ) = - 15

niK は 正 の 整数 だから、 ntk > n - k
～

また 、ntk と n - K をかけて 一15 になるから
ntkin - k は 15 の 約数 で 異符号
mnwwww

さらに 、 ( ntk ) + に K ) = 2 n 70 である
、

よって
、

(ntkin - k ) の 候補 は

(ntk .
n - k ) = ( 15 、 - 1

)
」( 5 、 - 3

( i) ntk = 15
、
n - K = 1 のとき

ntk = 15

+ ) n - K = -
1

2 n = 14 - : n = 7

このとき

=√ 49 =6= 8

より 適 する

( に ; ) ntk = 5
.
n - K - 3 のとき

n t K = 5

+ ) n - K = -3

2n = 2 : n = 1

このとき

= N=√ O = 4

より 適 する



したがって
n = l ,
7mmm

( い )

四角形 の 内角 の 和 は 360より
70 + 95 + 122 t ③ = 360

⑦ = 360 - 287
= 730

(O

よって
Lx = 180- 73

”

= 1017
mm

( 12)
左国 のように 、 E

、 F

定 める
CDD に対 する 円周角 は

@

E 等 しいので
)x

0F LDAC
= LDBC

: ∠ DBC = x
.

OEBC で 外角 の定理 より
(外角 の 定理 )

xty = 80 ー ①

OACF で 外角 の 定理 より π
xty

30 t x = Y 一 ② ) は へ



② をめに代入 して

xt 30 tx = 80
に , 2x = 50

-
: x = 25

x = 25 を ② に代入 して

30 + 25 = は
-
: Y = 55

よって x = 25. y = 55
m

“

( 13)

'
B
ま。

2

.
2
入

AO を 軸として回転 させた 立体は 、半球 になる

半径 のの 球 の 表面積 は 4π” より 半球 の

側面積は

4π× 2
×

x b = 8π

また 、 底面積 は
2
π

= 4 π

よって 表面積 は 8π+ 46 = 12πcmn



( 14 )

左国 の 国形 を 考える

/
'
300 ¤ ( DABEF は 長方形 )

6氷 ∠ DAF = 90- 600T ～

～

600 = 300
ン6 ハ よって

、

ODAF は 30
~

- 60- 900
～

2x 3003x の 直角三角形 ー 0

「 「「 Eeー '\ '4 x

また

LCDEn = 180- 60
~
- 90 ~

= 300
m

より 、 ODCE は 、30~ 60 - 90 ~ の直角角形 ー②
ここで 、 CE = x とおくと 、 ②よ

感 : CD = DE = に 2B

より 、 CD =2
xm

.
DE = 3x
～

よって

ま

DF = 6-
～

たのより

恐 : DA : AF = に 2 冷
6 -√3 x

より
6 - √3 x : AF = に B

:
. AF = B ( 6 -Bx ) ー ③



ここで、 BE = 4 tx
.
BE =AF より

AF = 4 tx ー ④
③ = ④ だから

√3 ( 6 - √3x ) = 4 +x
② 6√3 - 3x = 4 tx

⇒ - 4x = - 6B + 42 両辺 を - 2 で割 る
.
:
2 x = 3. B -

求 める 長さ CD は 2x より
CD = 3√B - 2cmmmmum

( 15 )

PƩ QQ
ハ

巧 :登 言
法、ノ
\

Aは ca"
2Ʃ

対称性 から 口 APQC は 等脚台形 である
P .
Q から AC に 垂線 を 下 ろした 足 を

、

それぞれ
P' , Q ' とする
AC

時始 で定理よ」 4
+)

m

= 2冷 =√8 = 22
m



格 PFQ で 平方 の 定理 より

な ⇒
PQ = P

'

Q
'

=smmw

AEP で 三平方 の 定理 より
m= r2tp
=√巧
m

ここで 、等脚台形より AP :QC であり 、

AP
'
+ Q

'

C = 2N ㎡- 昨 だから

AP
'
= 主

mm

OPAP
'

で 三平方 の 定理 より

=15
-

=√5撃
=斐 ?長斐

したがってロ A
~

PQC の 面積 は

(次 +☆ ) ×警 ×≠= 3区 ×好
娶
= 9 c㎡
m



2
.

( い )

ア 。x がり 増加 すると 。 Yは
2増加～

関 るので

変化 の 割合 は

品増が

増= す = 2

よって 誤 り

イ 、 反比例 では 、変化 の割合 は 一定でないので
誤 り

ウ 、 1 次関数 では 傾 き =変化 の割合 なので
変化 の 割合 は 2

.

よって 誤り

②
、

1次関数では 傾 き = 変化 の 割合 なので
変化 の 割合 は 一 2

、
よって 正 しい

オ
、

放物で 線は 、 変化の 割合 は 一定でないので
誤 り

⑦原点 と - 2.
4
) を 通る 直線より、 傾きは 一 2.

1次関数では 傾 き = 変化 の 割合 なので
変化 の 割合 は - 2

、
よって 正 しい

(2 )

①



OABC と OBAD において

仮定 より AT と BB に 対 する 円周角 は 等 しいから
LABC =LBADmnnTO

半月 の 弧 に対 する 円周角 は 90
”

だから
LACB =∠ BDA =90 ー②
mwn ィ

共通な辺 だから
AB = BA ー ③

①
.
② . ③より直角角形 の 斜辺と1 つの 鋭角 がmmmmwww

それぞれ等 しい から
ns

OABC ≡ 0 BAD (証明終わり )

②
AB に対 する 中心角 は
LAOB より 180 ~

AT : AB= に 5 より
(360 0

<ACMA
に対 くAOB

する

品。
= に 5

中心角
よって

<

5 c

℃ 8 対する肖AoC
= 6 ～

周角より”
∠ ABC = 王 LAOC

= 上 × 36= 1～



(3 )
① 2005 年 の 30 ℃ 以上 : 1 日

2015 年 の 30
℃以上 : 7 + 2 + 2 + 1 = 12 日

2025 年 の 30 ℃ 以上 : 6 + 13 + 6 + 1 に 26 日

よって

2015 年 は 2005 年 から 11 日増え
、
2025 年 は

‰

2015 年 から 14日増 えた
"

p

② 以下 、

Q: 第 1四分位数
、 Q 3 : 第 3 四分位数 とする

③ : 2025 年 の
最、 り 、 値 : 28 ℃
～

2005 年 の Q 3 : 28℃
よって 正 しい

品” の 串矗器
⇒ 中央値 は 等 しい

2005 年 の 最大値 : 30 ℃、 最 り 、 値 : 20℃

よって囲範 は 30 ℃ -20 ℃=1

2015 年 の 最大値 : 36℃ 、 最 り 、 値 : 22℃

したが範～然
よって 誤 り

ウ : 2005 年 の Q 3
: 28℃ ,

Q
、 : 23℃

⇒ 四分位範囲
～

= 28 ℃ - 23℃= 5“



20 15 年 の Q 3
: 30℃

,
Q

.
: 25 ℃

⇒ 四分位範囲～ = 30 ℃ - 25℃= 5“

2025 年 の Q 3
: 33

℃

、
Q
、: 30℃

⇒ 四分位範囲
n

～ =33 ℃ -30 ℃=

よって 2025 年 の 四分位範囲 が 最も 小 さいので 説誤 り

② : 2005 年 の 中央値 : 26~ 。最大値 : 3℃

2015 年 の 中央値: 26 ~、最大値 :℃~36

2025年 の 中央値 :
℃

…2 . 最大値 :
℃

37

よって 、 中央値、最大値 ともに 2025 年 が最 も 大きい

ので 正 しい

(4 ) ABAC の 距離 が
A

等 しい

ー ⇒ LBAC のニ 等分線、上× よって 、 LBAC の =等分線 を
1B

p
℃

C
描き BC との 交点 が P

3 10行目 の 3 列目 は

㎡

( 1 )

瑙

35 「 ←

「「「 月目目目行目行日

行目目面444
4 4 4

4 4 = 3 1 4 × 9
- 3 +
36目

4

2 +4

= 39
m



(2)

① 廾 なの 関係 より
っ
a b C = a t 5

m ～

+5 (
,

d = ct 1 = (at 5 ) + 1 = at政イ
cd
心
1

ウ :

atb + ctd を 計算すると
ata+ aa= 4a +12

= 4 (a t 3 )

at 3 は 整数だから 4 ( a + 3 ) は 4 の 倍数である

② ザ なの 関係より
a b

tn (
(

aオ
Eid
t 廾

力 ㎡

bc - ad を 計算 すると
cati)Cata -alatna

= a
'

tantatn - a
'

- an - a

= n



( 3 ) やや 難
9 個 の 数 を

a b C

d ef

g h i

とすると

ab
廾t " ds

e f
*→

7 ( 」
g h i
w心
t ( 1

b = a t 1

C = bt 1 = at 1 t 1 = at 2

d = a t 7

e = dt 1 = a + 7 t 1 = at 8

f = etl = at 8 t 1 = at 9

g = dt 7 = at 7 t7 = a + 14

h = g t 1 = at 14 t 1 = a + 15

i = h t 1 = at 15 + 1 = a + 16

したがって 、これら 9 個 の 数 を足 すと 、
a t att t a t 2 t a t 7 tat8 ta + 9

tat 14 t At 15 t a t 16 = 9a + 72
= 9 (a + 8 )



91a + 8 ) が 10 の 倍数となるのは 、 a + 8 が
10 の 倍数になるときである 。
9 ×□= 10 の 倍数 ⇒ 9 と 10 は 互いに素 なので

ロが 10 の 倍数
ここで

12 行目 : 78 79 80 81 82 83 84
～ 7 メ2

13 行目 : 85 86 87 88 89 90 91
～ 7 × 13

14 行目 : 92 93 94 95 96 97 98
m 7 × 14

15 行 目 : 99 100

であり 、 9個 の 数 を囲 める 最大は 上国 のである
から 、 aの最大値 は 82

.

以上 より 、 at 8 が 10 の 倍数となるのは 、
a t 8 = 10 , 20 , 30 , 40 , 50 , 60 , 70

,

80
,

90

⇒ a = 2
,
12

,

22
,
32

,

42
,
52

,

62
. 72

.1
最大

の 9 通りであるが 、 A が 6列目 、
または 、 7 列目 に

あるときは 、 口 で囲 めない

⇒ a が 7 で 割 って 余 りが 6 または 、 O のとき
、

A は

6列目
、 7 列目 にあるので 不適 、

のうち 、 7
で

割 って 余 りが 6 または O と

なるのは 、 a = 42 , 62 であるから 、不適 、
よって

a = 2
, 12 , 22 ,

32
,
52

,
72

,

82

の 7 通 り
mm



4

)赤玉 2 個 を 赤 り 、 赤 2 とする

① 玉 の 取 り 出 し 方 は 赤 い 、 赤 2、 黒白 の 4 通
り

このうち 、 赤以外 となるのは
、

黒白 の2 通
り

よって 求 める確率 は 巨 ま
② 樹形国 は 以下 の 通 り

0

赤 2大墨 の 赤に墨 。
√ √

郝
黒*赦 黒督二「 少\ .
白大赤 2 メ 白大赤 1 X

黒 メ 黒 メ

0
赤 に 白の Q 赤 に 螫 ×
√ √

黒 赤普 白

. 赤遠魚 や
白大赤 ) × 大黒赤 1 ×

赤 2 × 赤 2 X



玉 の取 り 出 し 方 は 、 全部 で24 通
り

、 そのうち
赤 がとなり 合うのは 、8 通

り

よって 求 める確率 は上 = ま
m

(2 )

DA は Y = 1 x + 2 上 にあり x ニ 一2 だから

y = 上 x (-2) t 2

= ー 1 +2
= 1 : . A( - 2

, 1
)

また A は Y = ax 上 にもあるから
、

x ニー 2 Y = 1 を

代入 して

に ax -2)
2

⇒ 4 a = 1 i : a=
②

B は =≠ x+ 2 上 にあり x = 4
だから

(_ -2 , 1
(4, 6)

Y = 上 x 4 t 2 = 4 ∴ B ( 4
. )4

Cはこ x 上 にあり x一4 だから
(-4
,

-2)
Y=_ 上 = … 2 、C (

-

4.



B を 通 り x軸 に 平行 な
。 6 直線上 において 、 AC とxー
'

」 」1
\ (44 )

℃い
座標 が等 しい 点 をそれぞれ
A ' ,c とする

(-4
,

-2) OABC = OBC - OBA
'

A
一

Cc
ここで

A
'
( - 2 ,4 )

,

C
'
( - 4

,
4 )

であるから
BA

'
= 4 - ( -2) = 6

A
'

C
=
-2 - (-4 ) = 2

B C' = BA ' TA
'

B
'
= 81 A ' A = 4 - 1 = 3

C
'

C = 4 - (-2) = 6

したがって 、
求

める 面積は

～

Bcx

6 x 8 -

MGBAA,
3 x 0-MpAnicc

3 t 6

= 24 - 9 - 9
= 6cmmm



5
I

( い ①

OASD と OTSF において

仮定 から
…

～ OADE を A を中心 に 回転 したのが OAFG

LADS = LTFS 一 の
対頂角 は 等 しいから
LASD = LTSF -②

① . ② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので

OASD S OTSF (証明終わり )

②
150
π
ー6 \45

600 3

√
) 450 ー

A
"

A から BC に 垂線 を 下 ろした 足 を A
” とする

OABC は AB = AC の 二等辺三角形 なので
AA ' は LBAC を = 等分 する
< BAC = 120より LBAA ' -60

～



よって OABA
は
30 ~~ 60~~90 の 直角角形なので

AA' :ABM = BA ' = 1 : 2 :3
6

⇒ AA: 6 = に 2
=つ( 2AA

1
= 6

- : AA
1
= 3

mum

時最す F病の
彩

<FAA
' :45
～

は 180よ)

“

LAFA
～

' =180 ~ - ( 45 +90)
= 180

~
- 1350

= 45
m

したがって DAFA
'

は AAに FA
の 直角=等辺

三角形なので、

然∵ FA ∴ AF 二 にに巨

∞ 3 : AF = 1 : 昨
-
: AF = 3fcmmmm

(に)

℃
「 無無



D から BC に 乗線 を 下ろした足 を H

DFCBC との 交点 をなからさ 、 M
.

A から BC に 乗線 を 下 ろした 足 を K
、

AK と DF との 交点 を J
,

直線 AK と DT の 交点 をん
とする

OD BH
∠ A BC = ( 80 - 120~)

÷ 2

6 熠
= 60÷ 2

√ = 300
'三冷 eK

3一分

H I
¿

M

よって ODBH は 30~~ -60 ~
- 90 ~の直角角形 より

DH : DB : BH = 1 : 2 : B

ここで 、 DB = 6 -2B より

DH = 6 - 203 = 1 に 2

二つく 2 DH = 6 - 23

:
: DH = 3 - 3
mw

DH = JK より JK = 3 -Bmmm

DADJ
< DAJ = 60

(

( い ) ② 参照) より 、 DADJ は

30~ - 60 ~ -90 の 直角角形 なので



AJ :AL : DJ = に 2 : B

修
∞ AJ : 23 = 1 : 2

已 2AJ = 2√3
. : AJ =Bmm

A D
.
AI は A を 中心

とした円 の 半径 より

AD =AI

」 m

: . AI =23
mmnゝ

;

) 「 ㎥山
AK = AJ + JK

\ ℃
= √3 + 3 -3

H I 巧 M
ょ =主

DAIL

三平方 の 定理 より

IL =√2-32 2
= N 12 - 9万m

= 冷
～

IL ∴ AI = AK 修: 2 冷 : 3 ) ×B
= 3 : 6 : 33
= 2 : 3

) ÷ 3

なので 、 OA よ L は 30 ~ - 60 ~
- 90 の 直角三角形であり

LIAL = 300

LDAK = 6
～

0 だから
LDAI
～

激

30
~



中 心角 30
”

の

おうぎ形 なので

2√3 × 2√ 3×π
×30

r一
M

= 12 π × 上
= π

ょ

底辺 が同 、 高 さが 3 の角形 より

I × 3 × 3 = 響
t =π+響 であり 、

求 める 面積は

これの 2倍 なので

2 ( π+ 響) = 2 π+ 3Bcm
～

丘
(リ

①



DAHG と EFHC において

対頂角 は 等 しいから
∠ AHG = ∠ FHC ー ①

仮定 から
～

～ OADE を A を中心 に 回転 したのが OAFG
∠AGH =∠AED ー ②

平行線 の 同位角 は 等 しいから
∠AED =∠ FCH 一 ③

②
.
③ より
∠A GH = L F CH ー ④

の ④ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので
O AHG ∞ OFHC (証明終わり )

②
A から BC に 乗線を

\
1 下 3 した 足 を A

” とする
6 15

”

OABA
'

は 30- 60-

,ain 90
”

の直角三角形 より

A
☆

AA
'
:悲 : BA

'
= に 2河

⇒ A A
1

= 6 = に 2

⇒ 2AA
'
= 6

: " AA ' =
3mm

DAFA
'
において 、 LAFA ” は OABF の 外角 だか、

∠ AFA
'
= 30~+ 150
= 450



また 、 内角の 和 は 180 より

LFAA
「
= 180ー ( 90 ~+ 45

~ )

= 1 80 - 135
'

= 45
"

よって 、 OAFA はAA = FA の 直角 =等辺角形
なので

= FA' : AF = にに昨

3 : AF= 1 に 昨
: ∴ AF = 32cmm

(2 )

やや難

i B1

Q
"

Q
1

p
" "

A
" A

OCPQ ≡ OCP
'
Q '



求 める面積 = ー

= (おうぎ形 CQQ
'

+ OCP
'Qリ

ー (おうぎ形 CPP
'
+ OCPQ )

= おうぎ形 CQ ダ' ーおうぎ形 CPP
/

必 OCP
'
Q
'
≡ OCPQ より 面積が 等 しいので

OCP
'

Q
'
- OCPR = 0

おうぎ形 CQQ 1

OABC は BA = BC の 二等辺

∞ 三角形 なので
∠ BCA = ( 180

~

-30
~

) ÷ 2
= 150

~

÷ 2
750

130
~

151 / = 750
ー

6 '

LACQ = 60より
LBCQ
～

= 75- 600
= 150
m

ここで 、 OBCQ としいの OBAF におい、

BC = BA = 6 cm ー ①
∠ QBC = LFBA = 30 ー②
< BCQ = LBAF = 15 一 ③

①
,
② . ③ より 1組 の 辺 とその 両端 の角 がそれぞれ
等 しいので 、 OBCQ ≡ OBAF



よって
CQしいCQ - 3km

Bl ま

* LQCA = 75
-

150

= 600
1050

より
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P から BC に 乗線を 下 ろした 足を R とすると 、
R は BC の 中点 より R C = 3 cm

また 、 OPRC は30 ~ -60 ~ - 90 の直角角形 より
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